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はじめに
2025年 5月 13日，鹿児島県錦江町の山中にて，

ヒメトケンラン（Tainia laxiflora Makino）を確認
したので報告する．
本種はラン科（Orchidaceae）の地上性の多年

草である．日本での分布は伊豆七島，四国南部，
九州（平戸島，福江島，甑島），屋久島，種子島，
琉球（佐竹ほか，1982）である．鹿児島県の分布
は田代（花瀬），甑島，屋久島，種子島，中之島，
奄美大島，徳之島（初島，1986）である．鹿児島
県本土田代（花瀬）の記録があるが，鹿児島県立
博物館収蔵資料データベース，鹿児島大学博物館
維管束植物 DBには鹿児島県本土の標本は収蔵さ
れていない．鹿児島県レッドデータブック（鹿児
島県，2016）及び環境省レッドリスト（環境省，
2025）で絶滅危惧 Ⅱ類となっている．
確認地はスダジイ林下谷部の川沿いの斜面下

部である．50 cm四方の中に 11株を確認し，8本
の花茎が出ていた（Fig. 1）．

生育地での特徴
確認した特徴は次のとおりである．葉は地面

に接して広がり，落葉に隠れているものもあるの
で気づきにくい．花が咲いていなければ見過ごし
ていたと思われる．葉は深緑色で，大きさは長さ
6.5 cm，幅 1.8 cm程で，偽球茎から 1枚出て，長
さ 1–3 cmの葉柄がある．日本の野生植物　草本
Ⅰ　単子葉類（佐竹ほか，1982）に，トケンラン
の葉の特徴として，「表面に白色の斑紋がある」
とあるが，確認したヒメトケンランは葉の斑紋は
不鮮明である（Fig. 1C）．以前屋久島で見たもの

には顕著な斑紋が確認できる（Fig. 1D）．偽球茎
は長さ 8 mm，幅 7 mm程の球形をしている．偽
球茎の基部には，花後に出る新芽が見られた．花
茎は偽球茎の基部から真っすぐに 1本出て，高さ
23 cm程である．花茎の基部と途中には鞘状葉が
ある．花茎の上部に径 1.7 cm程の花を 4–6輪着
ける．花は萼片 3枚と同形の側花弁 2枚が黄褐色
で，唇弁は鮮やかな黄色をしている．唇弁は浅く
3裂し，側裂片は小さくて立ち上がる．中裂片は
横長の楕円形状で，中央の先は少し凹み，中央に
3本の隆起した線があり，真ん中の隆起線は短い．
ずい柱には 2個の赤い斑点がある．
シダ植物の調査中に偶然確認したが，周辺を

調査すれば他にも見つかる可能性がある．確認地
は川沿いの斜面で，樹林の範囲が狭いので伐採等
の可能性は少ないと思われる．
なお，作製した標本は鹿児島大学総合研究博

物館（KAG）に収めることとしている．
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図 1．ヒメトケンラン（Tainia laxiflora Makino）．A, 開花株．B, E：花．C, D：葉（Cは今回確認された鹿児島県本土のもの．D
は屋久島産のもの）．F：花茎の鞘状葉．G：新芽．


